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                  有田町立有田小学校 校長 松尾 寛  

 

学びのまとめに取り組んでいます！ 
 ３月の学校生活として、１年間のまとめをすることを子ども達に伝えました。それぞれの学年の学

習内容を復習したりまとめのテストを受けたりして、基礎基本の定着を図っています。３年生では、

国語科で「わたしたちの学校じまん」として調べたことや考えたことを発表することができました。 

有田小学校の良さとして、シードマイヤー、チロリン節、１５０周年、ソーラン節、磁器でのやきも

の作りについて発表しました。これは、有田小学校がこれまで地域とともに歩んできた良さを、３年

生の子ども達が感じ取っているからです。これからも有田小学校は子ども達にとって通いたい学校で

あり続けます。保護者の皆さんや地域の方々に子ども達の学校での様子をお伝えし、更に応援して頂

けるよう、情報発信を続けていきたいと考えています。ずっと学校の応援団としてお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５種類の椿が咲き誇っています！ 

学校運営協議会の浦川友喜さんが自宅で丹精込めて育てられている椿を子ど

も達の観賞用として、アートギャラリーに飾って頂いています。珍しい品種で

児童玄関を通る子ども達や職員、来客の目を楽しませてもらっています。 

また、私が黄梅(オウバイ)と蠟梅(ロウバイ)の見分け方が分からなかったの

で、実物の黄梅を飾って頂いています。季節の移ろいを愛でる感性をアートギ

ャラリーで養うことができています。いつもありがとうございます。 

黄梅(オウバイ) 

図書室にあるピアノ シードマイヤー  チロリン節が美空ひばりさんによって  学校創立１５２年目を迎え、明治５ 

が昔の有田駅から馬車で運ばれたこと 歌われ、町内パレードで踊られること 年に学制発布より前に開校したこと 

 運動会で踊っているソーラン節が   毎年、磁器のやきものを作っていて  互いの発表の良かったところや、次 

楽しく、６年生が教えてくれること  陶器とは異なる良さを感じていること の発表に向け、良くしていくこと 

 劇で紹介しました。 



学校運営協議会で、今年度のまとめを行いました！  

先週、今年度の最後の学校運営協議会がありました。１２名の委員さんに来校して頂き、松尾嘉之

委員長さんの進行で今年度の振り返りや来年度への展望を話して頂きました。概略は以下の通りです。 

① 学校からの報告と提案として、・児童の学力向上が高まり、全学年で年度末まで復習に励むこと、 

・学校評価を通して、児童のより良い成長が見られること、 

・保護者さんや地域の協力でコミュニティスクールが進んでいる。 

・来年度の５月に運動会を行うことで、学校行事の変更があること 

② 各委員さんの取組について  ・委員長さんから、今後も運動会での皿踊りを続けてほしい。 

              ・わくわくクラブでは色々な内容を 10名の子ども達と行い、楽し 

く過ごせるように７名のサポーターの方々が協力している。 

                ・読み聞かせのちゅうリップさんは、今年度は劇を取り入れたり 

聞きたくなる本を読んだりしている。メンバーを募集中である。 

                ・こども食堂では現在 20回を実施し多くの方々に来て頂いている。 

                今後、活動の周知や白川公民館を立ち寄れる居場所にしていく。 

                ・灯す屋さんは、スプリンギンを使ったプログラミングや畑づく 

りを行った。今後はオンラインプログラミングを予定している。 

                ・ピカピカ先生として、学期末の大掃除のお手伝いをしたり、家庭 

科で裁縫を教えたりした。今後、お手玉を作って渡していく。 

                ・県コミュニティスクール大会に参加し、学校への積極的な協力 

                 を続けていきたい。アートギャラリーの展示に協力していく。 

                ・今年度、２区がおくんちの総踊りを担当し、盛会の内に終えるこ 

とができた。昨年度の 1区や来年度の３区の協力のおかげです。 

                ・泉山の皿踊りや笹井氏の追悼コンサートを行った。短歌が教科 

書に採択されることになった。今後は、椀琴の演奏も続けたい。 

                ・防犯ふれあい隊は発足 20年となり、今年度も子ども達の交通事 

故が無く、会員も安堵している。子ども達との交流を続けたい。 

                ・やきもの教室を全学年で実施し、やきもの展で子ども達の素晴

らしい作品を皆さんに観て頂くことができて良かった。 

                 ・音楽教室を続けていることで、子ども達の演奏が年々、上手に

なっている。今後は、椀琴との協奏を考えていきたい。 

                ・ＰＴＡ母親部の誕生給食会やバザーを保護者さんの協力で続け

ることができた。今後もＰＴＡ活動への協力をお願いしたい。 

                ・ＰＴＡとして、会員の皆さんのご協力によって、コロナ後の活

動をスムーズに行うことができた。新会長へ引き継ぎたい。 

泉山地区の方々が、大谷選手の 

グラブを見に来られました！ 
 先週、雨風が強い中、泉山地区の方々15名がアート 

ギャラリーに展示している大谷選手のグラブを見学に 

来られました。普段は、休み時間に子ども達が使って 

遊んでいることや、柔らかくて使いやすいことをお伝 

えしました。泉山地区の方々、ありがとうございました。 

わくわくクラブでの絵手紙づくり 

シードマイヤー１０ミニッツコンサート 

ＰＴＡによるバザー 

泉山地区の方々と大谷選手のグラブ 


